
平成３０年１０月１９日（金） 

三州しし森社中 

平成３０年のゴールデンウィークからギャラリーをオープンした三州しし

森社中さんを訪問。不思議な世界でした。 

山の恵みを余すところなく活用する現代的な取り組みを目の当たりにし、純

粋に驚きました。 

 

【代表から一言】 

隣接するジビエの食肉加工施設「猪鹿工房山恵」や仲間の猟師から仕入れた

角や骨を自ら加工し、アクセサリー等を制作。工房に併設するギャラリーやイ

ベント等で展示販売しています。 

農作物や木の芽、皮を食べて被害を与える害獣として駆除されているイノシ

シやニホンジカ。 

「山間地ならではの資源を大切に使いたい。」 

そんな思いで「三州しし森社中」を立ち上げ、猪や鹿の皮や角などを使用し

た一品もののアクセサリー・クラフトの制作と販売、ワークショップを行って

います。 

是非、見て、触れて、参加してください。 

 

【店舗情報】ＨＰ：http://asuke.info/play/seeing/entry-2169.html 

（足助観光協会のホームページ） 

店舗名：三州しし森社中（ギャラリー） 

住所：愛知県豊田市新盛町管田２０ 

電話番号：０９０－４２５０－８１４４ 

ＦＡＸ：０５６５－３６－８１４４ 

Ｅｍａｉｌ：takeohi1@yahoo.co.jp 

営業日・営業時間：土・日・祝日の１０：００～１６：００ 

入館料：無料、駐車場無料 

その他： パーツを選んで、自分だけのオリジナルネックレスを作ることも出来

ます。※要予約（電話・じゃらんネット遊び体験） 

  

http://asuke.info/play/seeing/entry-2169.html


【ギャラリー案内】 

    
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入り口 看板 

鹿の剥製がお出迎え 

店内（壁の鹿の頭骨も商品です 

価格は要相談。レンタルあり 

ギャラリーの中央に鹿の頭骨・角・皮 

一押し商品「鹿の角のシャンデリア」 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ギャラリー訪問の感想】 

地元の人から聞いた獣害・ジビエにビジネスチャンスを感じ、ジビエ業界に

参入した代表竹尾さん。 

山の恵みは知れば知るほど、奥が深い。 

 

鹿角のペン立てと常滑焼とのコラボ商品 

猪鹿骨灰入り「ワイルドボーンチャイナ」 


